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研究成果の概要（和文）：タイ南部沿岸域の潮間帯において海草藻場内に存在するジュゴンの食痕（トレイル）
と平坦な砂泥地に存在するエイ類の食痕およびそれらの周囲にどのような魚介類が出現するか、採集や観察によ
り調べた。干潮時、海水が貯留したトレイルとエイ食痕には地域漁業対象種も含む様々な魚類や大型甲殻類が出
現した。一方、周囲の干出したエリアには魚類は出現せず、大型甲殻類も異なる種が主に出現した。干潮時にト
レイルやエイ食痕に出現した魚介類の多くは潮が上がるとこれらのハビタットでは確認されなくなった。これら
の現象からジュゴントレイルやエイ食痕は干潮時に様々な魚介類が利用する重要なマイクロハビタットとなって
いる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Fish/large crustacean assemblage structures in dugong trails within seagrass
 habitats, feeding marks of rays within bare sand/mud substrata and surrounding areas of them were 
investigated by hand-netting and observation in the intertidal zone located at southern Thailand. At
 low tide, a various fish/large crustaceans including local fisheries targets, most of them being 
small individuals, occurred in dugong trails and ray-feeding marks with residual water, while in the
 surrounding areas without residual water, no fish occurred and large crustaceans other than those 
occurred in the former habitats were mainly recorded. When the intertidal zone was flooded in the 
rising tide, few of fish/large crustaceans remained in the dugong trails and ray-feeding marks. 
These phenomena suggest that in an intertidal zone, dugong trails and feeding marks of rays serve as
 important microhabitats for various fish/large crustaceans at low tide. Further study is needed to 
clarify their functions in detail.

研究分野： Fish Ecology
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
絶滅危惧種ジュゴンを対象にした既存研究のほとんどは出現パターンや食性等についてであり、現時点でその保
全の重要性の根拠となるのは希少性のみである。本種は潮間帯を含む沿岸域の海草藻場において海草を掘り起こ
して摂餌するため、摂餌場所にはジュゴントレイルと呼ばれる溝状の食痕が形成される。そこでタイ南部沿岸域
の潮間帯において調査を行ったところ、干潮時の潮間帯では漁業対象種を含む様々な魚介類の仔稚等がジュゴン
トレイルを利用していることが判明した。したがって、それらの種多様性や生残率の向上に潮間帯のジュゴント
レイルが大きく貢献している可能性がある。今後さらに研究を発展させ、その機能を精査していく必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

絶滅危惧種ジュゴンは潮間帯を含む沿岸域の海草藻場において海草を掘り起こして摂餌するた

め、摂餌場所にはジュゴントレイルと呼ばれる溝状の食痕が形成される。潮間帯は各種の仔稚を

含む様々な水棲動物が出現する場所であり、そこに存在する海草藻場と砂泥地とでは動物群集

の構造は明確に異なることなどが分かっている。したがって溝状の砂泥地であるジュゴントレ

イルには海草が密生した場所とは異なる動物群集が成立しており、さらに周囲の海草の存在な

どの要素が加わるため、その群集は単なる砂泥地の群集とも異なっている可能性がある。もしそ

うなら、ジュゴントレイルの存在により地域全体の生物多様性は高まる。また、干潮時の潮間帯

では、周囲が干上がってもトレイルには海水が貯留している場合が多く、各種の仔稚などがそこ

を避難場所として利用している可能性がある。小型水棲動物が長距離移動すると捕食リスクが

著しく高まることが知られているが、引潮時に潮間帯のトレイルに退避すれば、リスクを伴う潮

下帯への長距離移動を行わずにすむ。したがって潮間帯におけるトレイルの存在は小型水棲動

物の生残を総体的に高める可能性がある。しかしジュゴンを対象に、このような観点から研究を

行った例はほぼ皆無である。 

 

２．研究の目的 

（1）本課題ではタイ南部の潮間帯において、ジュゴンの存在が沿岸生態系の高い生物多様性や

様々な種の資源量維持等に貢献する機序を野外観察などにより解明していくことを目的とした。 

当初は野外実験等を行い、潮間帯にみられるジュゴントレイルやエイ類の食痕などに出現す

る動物群集の構造を調べ、それらのマイクロハビタットの持つ捕食リスク軽減機能などを野外

実験などにより詳細に調べていく予定であった。しかし予備調査開始直後に新型コロナウイル

ス流行が始まり、本課題の研究期間の大半が出入国規制期間と重複したためタイ南部に渡航し

ての調査はごく限られた期間のみしか行うことが出来なかった。 

（2）そこで、渡航が不可能な間に日本の亜熱帯域に位置する沖縄県石垣市沿岸域の潮間帯にお

いて代替調査を開始した。すなわち、様々な潮間帯マイクロハビタットの機能を明らかにするた

めの基礎情報として、干潮時に海草藻場内部や砂泥地に形成されたタイドプールとその周囲、砂

泥地に形成された砂紋などに出現する魚類/大型甲殻類の群集構造を調べることにした。 

３．研究の方法 

上述の通り、新型コロナ流行によりタイ南部に渡航できるのはごく短期間に限られたため、下

記の項目（1）についてのみ規模を大幅に縮小して行うことにならざるを得なかった。調査は出

入国規制開始前（2019 年 10 月～2020 年 3 月）と出入国規制緩和（2022 年 9 月）以降に行った。 

また、（2）については 2020 年 10 月以降に行った。 

（1）潮間帯に存在するジュゴントレイルと周囲のハビタットにおける動物群集構造の解明 

 タイ南部トランの沿岸域において、潮間帯の Halophila ovalis 海草藻場に存在するジュゴント

レイル、砂泥地に存在するエイ類の食痕およびそれらの周囲のエリア（以下、それぞれ海草藻場、

砂泥地）に出現する動物［魚類/大型甲殻類（ヤドカリ類を除く）］群集の構造を明らかにするた

め、以下の調査を行った。 

1-1.干潮時のセンサス：海草藻場内のジュゴントレイルをランダムに 5 本、潮間帯砂泥地内のエ

イ類食痕に 5 個選び、内部にどのような魚類/大型甲殻類が出現するか、タモ網による採集およ

び目視観察で調べた。さらに海草藻場で海草が密生した場所および平坦な砂泥地においてラン

ダムに選んだ各 5 地点に 1×1m の方形区を設定し、内部にどのような魚類/大型甲殻類が出現す



るか、タモ網による採集および目視観察で調べた。標本は現場で種査定し、放流した。 

1-2.上げ潮時のセンサス：水位が 30～50cm 程度まで上がった段階で、上述の各区域内部にどの

ような魚類/大型甲殻類が存在するか、潜水観察により調べた。 

 （なお、繰り返しの数は基本的に 5 だが、天候急変によりすべての作業を終えることができなかった場合があった） 

（2）代替調査－潮間帯に存在するタイドプールなどに出現する魚類/大型甲殻類（ヤドカリ類を

除く）の群集構造の解明－ 

沖縄県石垣市野底および名蔵の沿岸域潮間帯において干潮時に、主に Halodule uninervis や

Halophila ovalisなどで構成された混成海草藻場に形成されたタイドプール、砂泥地に形成された

タイドプールをランダムにそれぞれ 10 個選び、内部にどのような魚類/大型甲殻類が出現する

か、タモ網による採集および目視観察で調べた。また海水が貯留した砂紋が存在する砂泥地のエ

リアに 1×1m の方形区をランダムに 10 区画設定し、内部にどのような魚類/大型甲殻類が出現す

るのか採集および目視観察で調べた。 

４．研究成果 

（1）潮間帯に存在するジュゴントレイルと周囲のハビタットにおける動物群集構造 

 調査を行った潮間帯では幅が狭くかつ窪みが浅いものから幅が広く窪みがかなり深いものま

で様々な形状のジュゴントレイルが形成されており、またエイ類の食痕も、開口部が小さく窪み

が浅いものから開口部が大きく窪みが深いものまで

様々なサイズのものがみられた（Table 1）。 

調査期間を通じ、干潮時には、海水が貯留したジュ

ゴントレイルで魚類 10 種、大型甲殻類 5 種、エイ類食

痕で魚類 4 種、大型甲殻類 4 種がそれぞれ記録された

（Table 2）。これらの中にはキス類やワタリガニ類な

ど、地域漁業の重要な対象種も含まれていた。また、

出現したのは稚魚や稚ガニ、稚エビなど体の小さな個

体がほとんどであった（Fig. 2）。一方、干出した海草藻

場や砂泥地の地上部では大型甲殻類がそれぞれ 3 種記

録されたのみであった。上げ

潮になり水位が 30～50cm に

なると、干潮時にジュゴント

レイルあるいはエイ類食痕に

出現した魚類や大型甲殻類の

ほとんどは、それらの場所で

はみられなくなった。 

 これらの現象は、干潮時の

潮間帯において、海水が貯留

したジュゴントレイルやエイ

類食痕は地域漁業対象種も含

む様々な魚類/大型甲殻類の

仔稚などにとって重要な避難

場所としての機能を果たして

いることを強く示唆する。 



（2）潮間帯に存在するタイドプールなどに出現する魚類

/大型甲殻類の群集構造の解明 

沖縄県石垣市野底および名蔵沿岸の潮間帯において干

潮時に行った調査により、海草藻場に形成されたタイドプ

ールでは魚類 15 種と大型甲殻類 6 種、砂泥地に形成され

たタイドプールでは魚類 8 種と甲殻類 6 種、両者合わせて

17 種の魚類と 7 種の大型甲殻類が記録された（Table 3）。

また、砂泥地に形成され干潮時にも海水が貯留した砂紋に

は魚類 4 種、大型甲殻類 2 種が出現した。これらの中には

ハタ類やキス類などの地域漁業対象種が含まれていた。ま

た、出現したのは各種の稚魚など体の小さな個体がほとんどであった（Fig. 2）。これらのマイク

ロハビタットで観察された個体数が最

も多かった魚類は底生ハゼ類およびミ

ナミクロサギ（タイドプール）あるいは

コトヒキ（砂紋）であった。 

これらの現象は、干潮時の潮間帯に

おいて、海水が貯留したマイクロハビ

タットは様々な魚類/大型甲殻類の仔

稚などが利用する重要な場所になって

いる可能性を示唆する。 

さらに、他のマイクロハビタットに

比べ、海草藻場内のタイドプールで魚

類の多様性がより高く、また、上記（1）

の調査でも海草藻場内のジュゴントレ

イルで魚類の多様性がより高かったの

は、それらの際あるいは内部に存在す

る海草が捕食リスク軽減効果などのメ

リットを提供しているためであろうと

考えられる。今後さらに研究を進めて

基礎データを蓄積するとともに、それ

らのマイクロハビタットが魚類や大型

甲殻類に果たす機能などを詳しく明ら

かにしていく必要がある。 

 

なお、上記に加え、フィリピン在住の連携研究者

らが同国ミンダナオ島北部において潮間帯海草藻

場が魚類に果たす機能について研究を行い、潮間帯

海草藻場では潮下帯海草藻場とほぼ同様の魚種相

が見られること、多くの魚類が潮間帯海草藻場に豊

富に存在する餌生物を採餌するために来遊してい

ることなどを明らかにした。また、タイ在住の連携

研究者ら提供のサンプルをもとに共同研究者らが水産上重要種のミナミコノシロについてイン



ド太平洋熱帯域に生息する個体群の生活史特性を調べ、より高緯度の同種と比べ個体群のター

ンオーバー率が高いことなどを明らかにした。これらの成果の一部は以下の研究論文などの形

で公表している。 

Espadero ADA, Nakamura Y, Uy WH, Tongnunui P, Horinouchi M (2020) Tropical intertidal seagrass beds:       

an overlooked foraging habitat for fishes revealed by underwater videos. Journal of Experimental Marine 

Biology and Ecology, 526:151353 

Espadero ADA, Nakamura Y, Uy WH, Horinouchi M (2021) Tropical intertidal seagrass beds as fish 

habitat: Similarities between fish assemblages of intertidal and subtidal seagrass beds in the Philippines. 

Estuarine, Coastal and Shelf Science, 251:107245 

Ogino Y, Kongasa W, Furumitsu K, Kume G, Yamaguchi Y (2023) Aseasonal and short life cycles of the 

protandrous hermaphrodite blue threadfin (Eleutheronema tetradactylum) in a near-equatorial tropical   

region. Marine & Freshwater Research, 74 (6) :562–572 
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